
ＩＣＴ活用工事実施パターンについて 北海道農政部

○ＩＣＴを活用したモデル工事の普及拡大を進めるため、簡易型ＩＣＴ工事を新たに導入。

○対象工事において、従前までは「③ＩＣＴ建設機械による施工」が必須内容であったが、Ｒ６年度
より各段階における３次元データ活用した内容のみ実施する場合においても設計変更の対象とする。

ＩＣＴ活用モデル工事の対象となる項目について、以下のパターンとし、
各工事毎に活用範囲を受注者との協議により決定する。

○３次元起工測量から３次元データ納品までの全ての段階でＩＣＴ活用が必須。

ＩＣＴ活用必須項目 選択項目

積
算
方
法

見積徴収 見積徴収or諸経費の補正
（面管理行った場合のみ）

施工パッケージor
見積徴収

見積徴収

【全面的なICT活用工事】

○３次元設計データ作成及び３次元出来形管理等の施工管理は必須。

ＩＣＴ活用必須項目 選択項目

積
算
方
法

見積徴収 見積徴収or諸経費の補正
（面管理行った場合のみ）

標準歩掛等見積徴収

【簡易型ＩＣＴ活用工事】

○３次元設計データ作成及びＩＣＴ建設機械による施工は必須。

ＩＣＴ活用必須項目 選択項目

積
算
方
法

見積徴収 見積徴収or諸経費の補正
（面管理行った場合のみ）

施工パッケージor
見積徴収

見積徴収

【部分的なICT活用工事】


